













































(１) New International Version
(２) Vine’s Complete Expository Dictionary of Old and New Testament Words. (W. E. Vine,
Merrill F. Unger, and William White, Jr. eds., Nashville: Thomas Nelson Publishers,
1985, p. 410) において‘diakoneo’は以下のように訳されている。“of relieving one’s














































研究 Spirituality in Education: An Annotated Bibliography (Estella Gutierrez-Zamano and
Maiko Yasuno. Higher Education Research Institute, University of California, Los
Angeles, January 2002. pp. 4–6) では以下のように結論付けられている。“Spirituality
takes place at the unit of the individual within the community. It involves the interior
life of the individual, as well as the community manifested by individuals acting both
singly and in cooperation with one another. Spirituality is a personal journey toward
growth and understanding, but it is a journey that we can articulate through shared
approximations of meaning, intuition, and experience. … [There is] a need to include
spirituality in public environments, like work and school, to better serve the needs of





















































































(７) Michel Quinn Patton, Qualitative Research and Evaluation Methods (Thousand Oaks,



























(９) Anselm Strauss and Juliet Corbin, Basics of Qualitative Research (Thousand Oaks,





























(10) Ibid., p. 123, p. 192.




















































(13) Mary Elizabeth Moore, Teaching from the Heart: Theology and Educational Method
























































(17) Mitchell T. Maki, Harry H. L. Kitano, and S. Megan Berthold, Achieving the Impossible

























































(18) Sharon M. Fujii, “Older Asian Americans: Victims of multiple jeopardy,” Civil Rights
Digest 9:22-9 (fall 1976): 22-29.































































































































































































































(34) Frederick C. Van Tatenhove, “Evangelical Perspectives,” in Aging, Spirituality, and
Religion, ed. Melvin A. Kimble, Susan H. McFadden, James W. Ellor, and James J.
Seeber (Minneapolis: Fortress Press, 1995), pp. 420–422.
識し，高齢者としての「あかしの任」を感じる必要があるであろう。
４）本研究に参加したクリスチャンが抱いた理想的な老後観は，聖書の
言葉や教会で聴いた説教等によってではなく，主に個々の他者観察の結
果としてもたらされたと語られたことは，今日の日本のキリスト教会が，
老後についてあまり意図的に教えていないという実状を示唆しているの
かもしれない。聖書に基礎をおいた高齢者観，老後観に関する学びが，
これから更に進められていくべきであろう。
７．最後に
最後に，質的研究（グラウンデッドセオリー）の特徴を再確認してこ
の研究を閉じたい。本研究は，スピリチュアリティーの宗教教育学的定
義（個々が人生の旅路で遭遇し影響を受けた様々な関係性の中で培われ，
人間の物質性，心理性，社会性と密接に関わり合う特性）に着目し，質
的研究の方法論を用いて実施されたものであるが，研究者は研究を通し
て研究対象者のスピリチュアリティーのごく一部を垣間見たに過ぎない。
したがってそこから導き出される結論や提言は，非常に限定的なもので
ある。更に質的研究はその性質上，研究者の主観がデータ収集から分析
に至るまでの随所に用いられており，またそれを抜きにしては成立しな
い。本研究とそこに表れている研究者の主観を，根拠の無い駄論とする
か，あるいはある程度の信頼に値するものと見るかは，ある意味読者の
裁量に委ねられている。またこの研究は非常に限られた地域で，限られ
た人数を対象にして行われているため，研究の結果を直ちに広く一般化
することが出来るという性質の研究ではない。さらに時の流れと共に，
シニアもまたシニアをとりまく社会も変化することから，研究結果の実
際の有効期間も様々であろう。しかし一方でこの研究は，第三者の推論
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や試論だけに基づくものではなく，現象が起こっている現場，つまり
「グラウンド」（地面，地べた）から直接に得られたデータを基に構築さ
れたものであり，その結果は，最も現実に近い結果である可能性を秘め
ているのである。
当然の事ながら，信仰の成長や神による個々の心のケアは，聖霊なる
神の成せる業でもあり，その働きを無視したり過小評価したりすること
は決して許されることではない。また救いや信仰の成長のメカニズムを
人間の視点からのみ解明しようとし，聖霊の働きを抜きにして同じよう
な結果を再現しようとするような試みも避けられなければならない。し
かし一方で「それゆえ，あなたがたは行って，あらゆる国の人々を弟子
としなさい。」(35)というキリストの大宣教命令に従うべきクリスチャンが，
様々なコンテキストにおいてどのように人々が神の救いに至り，成長し，
また神によってその魂が取扱われるかいう経緯を観察し学ぶことは，教
会の歴史の中で反復されてきたことでもある。繰り返しになるが，ミニ
ストリーのコンテキストにおいて応用される質的研究，特にグラウンデ
ッドセオリーは，研究者が頭の中だけで作り出した推論や理論ではなく，
過度に一般化された人間論や文化論だけに基付くものでもなく，神が創
造され支配されているこの世の中で実際に起こっている現象を観察，分
析し，そこから沸き上がるパターンや規則性に，問題解決のひとつの糸
口を見出そうとする試みなのである。これから先このような研究が頻繁
に実施され，シニアミニストリーの理解がさらに深まる事を祈りたい。
『キリストと世界』第19号　　岡　村　直　樹
(35) マタイ28章19節ａ（新改訳聖書）
